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内科領域の感染症 におけるNY-198の 臨床的検討

大 橋 誠 ・小 林 敬 司 ・志 水 洋 二 ・塩 田 憲 三*

大阪労災病院内科(*院 長)

新 しく開発 された経 口用 ピ リドンカル ボン酸系合成抗菌剤NY-198を 内科領域 の感 染症 に使 用 し,

その有効性,安 全性 につ いて検討 した。

対象 は呼吸器感染症10例,尿 路感染症3例 の計13例 で,そ の 内訳は男性6例,女性7例,年 齢 は15

～85歳(平 均43 .3歳),外 来10例,入 院3例 であった。本剤の投与方法 は全例1回100mg,1日3回 食

後 す ぐの投与で,投 与期 間は5～32日(平 均10.8日)で あった。

臨床効果 は,著 効3例,有 効9例,や や有効1例 で,有 効以上 は13例 中12例 とな り有効率 は92.3%.

で あ った。起 炎菌 の 判 明 した もの は6例 で,う ち5例 は本剤 投 与 に よ り除 菌(StrOptococcus

pyogenes, Pseudomonas aeruginosa, Enterobacter cloacae, Enterococcus faecalis, Escherichia
coli, Staphylococcus aureus, Citrobacter sp.), 1例では菌交代現象 (Klebsiella pneumoniae,

E. cloacaeS. aureus) がみ られ た。

安全性の検討では,本剤投与によると思われる臨床検査値の異常や副作用は認めなかった。

以上の結果より,NY-198は 内科領域の感染症に対して,有効性,安全性ともに優れた有用な薬剤で

あると思われる。

NY-198は,北 陸製薬研究所 にて新 しく開発 された経-

口用 ピリ ドンカル ポン酸系合成抗 菌剤 で,Fig. 1に示 し

た化学構造式を もっ。NY-198はin vitroに おいて,グ ラ

ム陰性のみな らずグ ラム陽性の好気性菌に対 して幅広い

抗菌スペ ク トル と優れた抗菌力を示 し,そ の抗菌力はピ

ペ ミド酸 をは るかに凌 ぎ,ノ ルフロキサシン及びオフロ

キサ シンとほぼ同程度である。本剤 は経口投与に より非

常に速や かに血中及び各組織 内へ移行 し,し か も尿中に

高濃度で未変化体 のまま排泄 される。

今回,我 々は本剤の臨床的検討の機会 を得て,内 科領

域 の感染症13例 に本剤 を使用 し,そ の有効性 と安全性 に

ついて検討 したので報告す る。

Fig. 1. Chemical structure of NY-198

I 対象および方法

Table 1にNY-198の 投与対象 基礎疾患 または合併

症,分 離菌,投 与量,投 与期間な どを示 した。

対象 は昭和61年7月 か ら昭和61年12月 までの6ヶ 月

間に,呼 吸器感染症 または尿路感染症 にて大阪労災病院

内科 を受診 した13例(外 来10例,入 院3例)で,性 別は

男性6例,女 性7例,年 齢 分布は15歳 か ら85歳 までで,

平均43.3歳 である。

疾患別 にみる と,急 性咽喉頭 炎4例,急 性扁桃 炎4例

慢性気管支炎1例,肺 癌の二次感染1例,急 性膀胱炎3

例で ある。

本剤の投与方法 は全例1回100mg, 1日3回 食後す ぐ

の投与 で,投 与期間 は5～32日(平 均10.8日)で あっ

た。

臨床効果の判 定は,各 症例の臨床症状,胸 部X線 所見

臨床検査値 等の改善度や起炎菌の消長な どによ り,著 効,

有効,や や有 効,無 効の4段 階で行なった。

II 結 果

各症例の臨床 効果 はTable 1に 示すご とく、,著効3例

(扁桃 炎1例,膀 胱 炎2例),有 効9例(扁 桃 炎3例,咽

喉頭炎4例,肺 癌 の二次感染1例,膀 胱 炎1例),や や有
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効1例(慢 性気管支 炎1例),無 効0で あった。有効以上

は13例 中12例 で有効率 は92.3%で あった。

疾 患別効果 はTable 2に 示す ごと く,呼吸器感染症10

例 中,著 効1例,有 効8例,や や有効1例,無 効0で 有

効率90%,尿 路感染症は3例 中,著 効2例,有 効1例 で

有効率100%で あった。

細菌学的 検討では起 炎菌の判明 した ものは6例 で,う

ち5例 は本剤投 与に より除菌(Stmptococcus pyogenes,

Pseudomonas aeruginosa, Enterobacter cloacae, En-

terococcus faecalis, Escherichia coli, Staphylococcus
amus, Citrobacter sp.),残 りの1例 で は菌 交代 現 象

(Klebsiella pneumoniae, E. cloacaeS. aureus)

がみ られた。

本剤投与 によると思われ る臨床症状上の副作 用は認 め

なかった。 また,本 剤投 与前後 にお ける臨床検 査値の変

動 をTable 3に 示 したが,本 剤投与後 に特 に臨床上問題

となる ような検 査異 常値 を示す例は認めなかった。

III 症 例

次 にNY-198を 投与 した代表 的な症例 を2例 呈示 す

る。

(1) M. O. (Case 1) 51歳,男,急 性扁桃 炎

受診2日 前よ り咽頭痛,38℃ の熱発 あ り,昭 和61年9

月8日 当科 外来 を受診 した。初診時激 しい咽頭痛 と咳嗽

を訴え,体 温37.8℃,扁 桃の腫大 及び白苔 を認めた。白

血球数8100(好 中球78%),CRP 2.4mg/dl,赤 沈値1時

間19mm,起 炎菌の検索は咽頭粘液 にて行 なったが,nor-

mal floraで あった。

NY-198 1回100mg, 1日3回 食後す ぐ投 与 を開始 し

た。数 日で解熱 し,咽 頭痛 及び咳嗽 も徐 々に改善 し,10

日後 の 外来 受 診時 に は 自覚症 状 は消 失 し,白 血球 数

3700, CRPO,赤 沈値1時 間7mmと 検査値 も改善 した。

なお,本 剤投与 による副作用は認 めず,本 剤投与後に臨

床検査値の異常 は認めなかった。

本症例 は,細 菌学的効果 は常在菌のみの検 出に とどま

ったため,残 念 なが ら判定不能であ った魁 臨床症状の

改善及び臨床検 査値 の改善 を認め,臨 床 効果 は著効であ

った。

(2) M. A. (Case 12) 58歳 男,急 性膀胱 炎

昭和53年7月 に脳動脈 瘤の手術 を うけ,以 後 高血圧,

アル コール性 肝障 書のため,定 期 的に当科外来を受診し

ていた。昭和61年9月16日 よ り頻尿,残 尿感が出現し,

6月19日 外来 を受診 した。熱発はなかった魁 検尿にて

沈 渣上 白血球 を75～80/GFを 認 め,尿 中 よりE. coli

105/ml以 上検 出 したため,NY-1981回100mg, 1日3回

食後す ぐ投与 を開始 した。 自覚症状 は3日 目には消失し,

1週 間後外来 受診時 に は尿沈 渣上 白血球 は22～26/GF

と減少 し,更 に1週 間継続 した ところ,2週 間後には尿

沈渣上白血球 は0～2/GFと 正 常化 し,尿 中のE. coli

は除菌 された。血液所見で は投与前白血球数10500(好 中

球79%)で あ ったのが,投 与終 了後6400(好 中球73%)

と改善 した。

本例 は,細 菌学的効果で も臨床効果 で も有効な結果を

得た症例 で,本 例 も本剤 使用に よると思われる臨床検査

値 の異 常や,副 作用は認めなかった。

IV 考 案

近年,ピ リドンカルボ ン酸系合成抗菌剤 の進歩はめざ

ましく,ナ リジクス酸,ピ ロ ミ ド酸,ピ ペ ミド酸よりノ

ル フロキサ シン,オ フロキサ シン等が開発さ起 その抗

菌力は飛躍的に高 まっている。

NY-198は キノロンカルボ ン酸 を基本骨格 にその1位

にエチル基,6位 及 び8位 にフッ素原子ならびに7位 側

鎖 に3― メチル ピペ ラジノ基 を導入 した ものである。

NY-198は グラム陰性菌のみ ならずグラム陽性菌および

嫌気性菌に対 して広 い抗菌スペ ク トルを有 し,ノ ルフロ

キサシ ン,オ フロキサ シン と比較 してほぼ同等,エ ノキ

サ シンとは同等 もしくはそれ以 上の優 れた抗菌力を示し,

さらに,種 々薬剤耐性菌 に対 して も優れ た抗菌力を有し

てい る。 また,各 種 の実験的マ ウス感染症 に対するNY

Table 2. Clinical efficacy of NY-198
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Table 3. Laboratory findings

B: Before treatment A: After treatment

-198の感染防御効果 はノル フロキサ シン
,オ フロキサ シ

ンおよびエノキサシ ンに比較 して優れ ている と報告 され

ている1)。

今回,呼 吸器感染症 については10例 に使用 し著効1例

有効8例 で有効率90%で あ った。起炎菌の判明 した もの

は3例 で,う ち 急 性 扁 桃 炎 の2例 は そ れ ぞ れS .

pyogenes, S. aureusで,い ずれ も除菌 された。他の1例

は,75歳 女性 の慢性 気管支 炎の例 で,治 療 開始 前にK

pneumonlae, E. cloacaeが 分離 さ礼 治療開始後,臨

床症状の軽度改善 はみ られた ものの菌交代現象 と思われ

る変化があ り,臨 床効果はやや有効 にとどまった。

尿路感染症の3例 は,い ず れ も起 炎菌が判明 し1例 で

はEcloacae, P. aenrginosa, E. faecalisが また他の

2例 ではそれぞれE. coli, Citrobacter sp.が分離 さ礼

治療 開始後3例 とも除 菌さ礼 有効率100%で あった。

今 回の対象疾 患には慢性気管支 炎は1例 のみ しか含 ま

れず,NY-198の 慢 性気管支炎 に対す る評価 はで きない

が,急 性 の咽喉頭 炎,扁 桃 炎,膀 胱 炎に対 しては有 効率

100%と 非常に良い成績 であ った。対 象の重症度 が中等症

以下 とい うこ ともあ るが,ほ とん どの例 が外 来通 院であ

り,入 院せ ずに外来 で治療 がで きるとい うこ とは患者に

とって朗報 であろ う。
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ピリドンカルボン酸系合成抗菌剤は以前より,中枢神

経系への影響が論じられており,ま た最近エノキサシン

と抗炎症薬フェンプフェンとの併用でけいれん発作が発

生したとの報告があるが,今 回の対象例では副作用は認

められず,ま た投与後の臨床検査値にも異常は認められ

ず,安 全性の面でも十分評価できると考えられる。しか

し薬剤の安全性に関しては,な お多数の症例で長期間に

わたる追跡が必要であり,今後の一層の検討が待たれる。

V 結 語

内科領域の感染症に,新 しく開発されたピリドンカル

ボ ン酸系合成抗 菌剤NY-198を 投与 し,そ の臨床効果 と

安全性 を検討 した結果,臨 床効果 は有効率92.3%で,か

つ本剤投与 によると思われ る副作用や臨床検 査値の異常

は認 めなかった。以上の結果 より,本 剤 は内科領域の感

染症 に対 して,有 効性,安 全性 ともに優れた有用な薬剤

であ ると思われる。
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CLINICAL STUDY ON NY-198 IN INTERNAL MEDICINE
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Department of Internal Medicine, Osaka Rosai Hospital, Osaka

We evaluated the therapeutic efficacy and safety of NY-198 in internal medicine.
NY-198 was administered to 13 patients with respiratory (10) and urinary tract infections (3), in a dose of 100

mg three times a day for 5-32 days (average: 10.8 days).
The overall effect of NY-198 was excellent in 3, good in 9 and fair in 1, with an efficacy rate of 92.3%. The

causative organisms from 5 cases were eradicated, but 1 case changed to another organism. No side-effects were
observed in any of the 13 patients.

From these results we evaluated NY-198 to be an effective and safe drug against internal infections.


